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１６日（木）：鳥取県コミュニティ・スクール推進研修会兼地域学校協働活動研修 １０：５０～〈淀江文化センター〉
25日（水）：社会教育主事・社会教育担当者フォローアップ研修 ９：００～〈まなびタウンとうはく〉
26日（木）：第４回鳥取県子育て・家庭教育支援員養成講座 １３：３０～〈まなびタウンとうはく〉
29日（日）：人権フェスティバル～第27回差別をなくする三朝町集会～ ９：００～〈三朝町総合文化ホール〉

実践発表① 上灘公民館

「うわなだ未来塾」
～まち・ひと・しごと・上灘創生カレッジ
“見つけよう地域資源・育もう人間力″～

・地域に愛着と誇りを持った青少年の育成
・地域における次世代リーダーの育成
・豊かな人間関係の醸成が目的

実践発表② 面影地区公民館

「土曜日は公民館へ行こう」
～いきいきおもかげっ子ひろば

17年間の取り組み～
お おもてなし 地域に寄り添う公民館
も 盛り上げよう チーム面影４人の和
か 環境整え 気持ちもすっきり
げ 元気な挨拶、明るい笑顔

・コミュニティ機能が低下し、様々な問題が
拡大

・公民館は、「小さな拠点」における重要な
拠点

・「ネットワーク型行政」として社会教育行
政を再構築することが必要

子どもを社会全体で育てていくということは、
いかに多くの大人の参画を実現できるか。

リモート講義
「公民館の可能性～地域と学校の連携・協働を進めるために～」

文部科学省総合教育政策局地域学習推進課
係長 西 祐樹 氏

山本 主事

加藤 館長

キーワード

１０月２９日（木）に「まなびタウンとうはく」にて開催され、１４５名が参加されました。午後から２会
場に分散して昨年度優良表彰公民館の実践発表や文部科学省講師のリモート講義を聞き、活発に質問がでてい
ました。
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パッチワーク教室をきっかけ
に意気投合して集まった仲間
「はんど＆はあと」のメンバー8
名は、毎週1回活動をされていま
す。もうすぐ４年目を迎えられ
ますがいつも元気な笑い声が響
き渡り和気あいあいとした雰囲
気の中で作品づくりにも熱が
入っています。毎年公民館まつ
りには作品展示に協力していた
だいて賑やかに飾ってもらって
います。時には一緒にお茶を囲
んで情報交換しながらアイディ
アが生まれ、持ちつ持たれつで
いい関係となっています。

上郷地区公民館では、9月より
地区区長会とボランティア有志と
協力し合い、月1回テーマを決め
て健康増進に繋がる事業を開催し
ています。今回は《コツコツ骨の
お話》と題し、骨の健康について
食生活改善推進委員の講義を真剣
な表情で聞いたり、スポーツ推進
委員から家庭でも気軽に継続でき
る運動を教わったりしました。
25名の参加者が元気ハツラツ！
コロナ感染防止対策を行いながら、
和やかに交流しました。

古布庄地区公民館では、年間5
回、地域の子育て中のお父さん
お母さん同士の交流や、地域で
子育てを支援する仕組みづくり
や人材育成を目的たのしいに子
育て支援事業「おやこのじか
ん」を開催しています。今回は
親子でリラックスしてもらうた
めのミニコンサートを開催しま
した。コロナ禍で人との交流が
制限されている今、音楽で癒さ
れ何気ないことを話せる場とし
て短い時間でしたが楽しく過ご
してもらえました。

【あとがき】特別編①/５
「なんで私は生まれてきたんだ
ろう？」大学時代、教護院で嘱
託職員をしていた私に、ふと女
子中学生がつぶやいた言葉です。
施設には、非行や犯罪以外にも
様々な問題を抱えた少年少女た
ちが入所していました。毎朝の
ラジオ体操から始まり、日中は
併設された学校へ行く。そんな
規則正しい生活は、彼女らに
とって自分を見つめ直す時間
だったと思います。学校現場で
彼女たちのような生徒の支えに
なりたい、それが私の教師を目
指そうと思ったきっかけでした。
そして、私の先の見えない生活
を救ってくれたのも彼女たちで
した。 つづく


